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はじめに: 白血球の遊走は生体防御に重要で、主にケモカインと接着分子により制御されている

ことが知られている。それゆえ、ケモカインによる細胞遊走制御機構の理解は、アレルギー性疾

患や癌免疫治療において重要である。これまで 1細胞レベルにおける細胞遊走解析は十分には行

われておらず、その動態については不明な点が多い。本研究ではケモカインによる細胞遊走性を

1細胞レベルで評価するためのマイクロ流体デバイスの開発を行った。シリンジポンプを用いた

デバイスによって細胞遊走を評価する例が報告されているが、従来のシリンジポンプを使用した

マイクロ流体デバイスでは流路内の流れの影響を受けることが多いため、細胞遊走の評価が困難

であるという問題があった。そこで本研究では細胞捕捉およびケモカインの導入をポンプに依ら

ない遠心駆動を用いたマイクロ流体デバイスを作製した。 

実験：作製したマイクロ流体デバイスは、細胞とケモカインをそれぞれ導入するインレットがあ

り、細胞捕捉用チャネルおよびケモカインチャネルが並列した構造となっており、細胞捕捉用チ

ャネルとケモカインチャネルを接続した遊走評価チャネル（高さ 4㎛、幅 6㎛、長さ 1000㎛）が

配置されている。マイクロ流体デバイスは PDMSとスライドガラスを接着させたものであり、流

路構造は従来のソフトリソグラフィーを使用して作製した。細胞捕捉用チャネルのインレットに

ケモカイン受容体 CXCR4を発現する Jurkat細胞を注入し、3000 rpmで回転させ細胞捕捉用チャ

ネルへの導入およびトラップサイトへの１細胞捕捉を行った。Jurkat細胞はあらかじめ CFSE 染色

している。ケモカイン CXCL12 を同様に 3000 rpmで回転させ導入した後、遊走評価チャネル内で

の細胞移動を観測し、移動距離を計測した。 

結果:  細胞捕捉用チャネル内のトラップサイトで Jurkat

細胞を捕捉することに成功した。ケモカイン CXCL12を

ケモカインチャネルに導入した後、遊走評価チャネル内に

Jurkat細胞が進入し、ケモカインチャネルに向かって移動

する様子を捉えることができた（Fig1）。細胞トラッキン

グを行ったところ平均

速さは 94.6㎛/minとな

った。これらの結果よ

り、本デバイスを用い

て１細胞のケモカイン

に対する遊走評価を行

えることが確かめられ

た（Fig2）。 Fig2. Cell tracking Fig1. Cell migration 
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